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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月6日(2009.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ｉ）下記一般式（１）～（３）で表されるシラン化合物から選ばれる２種類以上からな
る共重合体と、（II）反応性基を有したポリマーと、（III）反応性基を有した無機微粒
子を含むコーティング材料。
Ｒ１Ｓｉ（Ｒ２）ａＸ３－ａ           （１）
（Ｒ１は炭素数３～１０のフッ素を有する有機基を表す。Ｒ２は炭素数１～５の炭化水素
基を表す。Ｘは加水分解性基であり、ａは０または１である。）
    Ｒ３Ｓｉ（Ｒ４）ｂＹ３－ｂ　　　　　　（２）
（Ｒ３、Ｒ４は各々アルキル基、アルケニル基、アリール基、エポキシ基、グリシドキシ
基、アミノ基、メタクリルオキシ基、シアノ基を有する炭化水素基、水素原子から選ばれ
、同じでも異なっていてもよい。Ｙは加水分解性基であり、ｂは０または１である。）
Ｓｉ（ＯＲ５）４                　（３）
（Ｒ５は炭素数１～３のアルキル基を表す。）
【請求項２】
（Ｉ）の共重合体が一般式（１）および（２）で表されるシラン化合物を有する請求項１
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記載のコーティング材料。
【請求項３】
（III）の反応性基を有した無機微粒子の反応性基が熱重合性および／または光重合性で
あり、かつ、（II）の反応性基を有したポリマー反応性基が熱重合性および／または光重
合性である請求項１または２記載のコーティング材料。
【請求項４】
（III）の反応性基を有した無機微粒子が、内部が多孔質および／または空洞を有するシ
リカである請求項１～３のいずれか記載のコーティング材料
【請求項５】
さらに大気圧における沸点が１００℃未満の有機溶媒と、１００℃以上１５０℃未満の有
機溶媒が各々少なくとも１種類ずつ含まれている請求項１～４のいずれか記載のコーティ
ング材料。
【請求項６】
メチルイソブチルケトンが含まれている請求項５記載のコーティング材料。
【請求項７】
硬化後の屈折率が１．２５～１．４５である請求項１～６のいずれか記載のコーティング
材料。
【請求項８】
請求項１～７のいずれか記載のコーティング材料が透明基材上の少なくとも一方の表面に
形成されている光学物品。
【請求項９】
透明基材の少なくとも一方の表面に、屈折率１．５～２．０で表面抵抗が１×１０１２（
Ω／□）以下である層が形成され、当該層の表面に請求項１～７のいずれか記載のコーテ
ィング材料が形成されている光学物品。
【請求項１０】
透明基材の少なくとも一方の表面に近赤外線吸収層および／または染料を含有する層が形
成されている請求項８または９記載の光学物品。
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